
知ってる？二宮堀
令和元年度テーマ展令和元年度テーマ展

〜金次郎と地域の人びとがつくった用水路〜

二に
の
み
や宮
堀ぼ
り
と
は

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に
活
躍
し
た
二
宮
金

次
郎
や
息
子
の
弥
太
郎
ら
が
携
わ
っ
た
用
水
路

を
「
二
宮
堀
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
二

宮
堀
」
は
、
現
在
の
日
光
市
域
で
二
宮
金
次
郎

親
子
の
事
績
を
目
で
見
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
一
つ
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
現
在
も
用

水
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、「
二
宮
堀
」
の
中
か
ら
和い
ず

泉み

・
平ひ
ら

ヶが

崎さ
き

・
千せ
ん
ぼ
ん
ぎ

本
木
の
「
三さ
ん

ヶか

村そ
ん

用よ
う

水す
い

」
を
取
り
上
げ

ま
す
。「
三
ヶ
村
用
水
」
は
、
今
か
ら
165
年
前
の

嘉か

永え
い

７
年
（
１
８
５
４
）
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
三
ヶ
村
用
水
」
は
、
日に

っ
こ
う
じ
ん
り
ょ
う

光
神
領
の
報ほ
う
と
く徳
仕し

法ほ
う

の

中
で
最
初
の
大
工
事
で
あ
り
、
金
次
郎
ら
の
報

徳
仕
法
の
信
頼
を
高
め
た
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
宮
堀
っ
て
な
ん
の
た
め
に
、
ど
ん
な
ふ
う

に
つ
く
ら
れ
た
の
？
」
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
「
二
宮
堀
」
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

知
っ
て
る
？
二
宮
堀

今市小学校旧蔵文書（当館蔵）　

知ってる？二宮堀
令和元年度テーマ展令和元年度テーマ展

〜金次郎と地域の人びとがつくった用水路〜
日光市二宮尊徳記念館日光市二宮尊徳記念館日光市二宮尊徳記念館日光市二宮尊徳記念館

　この絵図は、大谷川から取水した水が和泉村・平ヶ崎村・千本木村を通って田川に流れ込んでいる
様子が描かれています。絵図の中には、「新堀」と書かれているところがあります。この「新堀」と書
かれている部分が、嘉永 7 年（1854）につくられた部分です。よく見ると青と濃い青の 2 色で用水路
が描き分けられています。濃い青が「新堀」です。この絵図からは、金次郎たちの工事によりできた
用水路と金次郎たちが来る以前からあった用水路の場所がわかります。

▲
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�田川放水口（千本木地内）

二宮堀現在の流路　
※現在は「五ヶ村用水」と呼ばれている。

�今市高等学校付近

❻❻

�水神碑（原町地内）

⑤

●７

●４

●６⑦

●５

報
徳
仕
法
の
中
の
二
宮
堀

　

江
戸
時
代
の
日
光
神
領
は
、
凶
作
・
飢き

饉き
ん

の
影
響
で
人
口
・
家
数
が
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
村
々
の
田
畑
は
、
耕
作
さ
れ

ず
「
荒あ

れ

地ち

」
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
金
次
郎

た
ち
は
「
荒
地
の
起

お
こ
し
か
え返
し
」
を
中
心
に
報
徳

仕
法
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
荒
れ
た
田
畑

を
復
興
す
る
た
め
に
、
用
水
路
の
拡
張
や
新

設
を
実
施
し
ま
す
。
金
次
郎
ら
に
よ
る
15
年

間
の
報
徳
仕
法
に
よ
り
、
30
本
以
上
の
「
二

宮
堀
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

現在の流路
●　新堀
●●　旧堀
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「
三
ヶ
村
用
水
」
が
で
き
る
前

　
日
光
神
領
は
、
田
が
少
な
く
畑
が
多
い
土
地
で
し
た
。

田
は
畑
に
比
べ
生
産
高
が
多
い
た
め
、
日
光
神
領
の

人
々
は
畑
を
田
に
変
え
る
「
畑は

た

田た

成な
り

」
を
望
ん
で
い
ま

し
た
。
畑
田
成
に
は
用
水
路
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
金
次
郎
ら
が
日
光
に
来
る
以
前
か
ら
す
で
に

「
三
ヶ
村
用
水
」
の
元
と
な
っ
た
用
水
路
は
つ
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
和
泉
村
ま
で
し
か
流
れ

て
い
な
い
小
規
模
な
も
の
で
し
た
。

�今市文化会館西側付近�今市文化会館西側付近　

�志
し ど

渡淵
ぶちがわ

川放水口　

�堂
どう
目
め き
喜堰
ぜき
（野口地内）　

�大谷川取水口　

①

②

③

●●１

●●２

●３

④
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工
事
着
工
ま
で
の
準
備
（
下
流
域
と
の
調
整
）

「
三
ヶ
村
用
水
」
に
反
対
す
る
村
々

　
弥
太
郎
は
、
病
気
の
金
次
郎
に
代
わ
り
和
泉
・

平
ヶ
崎
・
千
本
木
三
ヶ
村
の
用
水
路
の
拡
張
と
、

和
泉
村
か
ら
先
の
新
設
を
日
光
奉
行
所
か
ら
依

頼
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
工
事
は
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
谷
川
下
流
の
村
が
、
工

事
の
反
対
を
し
た
た
め
で
す
。「
自
分
た
ち
が
使

う
大
谷
川
の
水
が
減
っ
て
し
ま
う
」
と
下
流
の

村
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
日

光
奉
行
所
の
役
人
が
反
対
し
て
い
る
村
を
三
日

三
晩
か
け
て
調
整
し
た
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。

　⬆︎水
すいじん

神碑
ひ

複製（当館蔵）
　この水神碑は、下流 12 ヶ村との調整が済んだことを記
念して建てられました。調整に当たった日光奉行所の小野
善助の他、三ヶ村の「世話人」などの名前が刻まれていま
す。6 月 14 日という日付は、小野善助たちが 12 ヶ村の調
整を開始した日付です。現在水神碑は、「二宮堀付水神碑」
として日光市指定文化財に登録され、原町にあります。

②七里村有来用水より加水致

七里村に元からある用水より（三ヶ村用水）に水を加える。

①大谷川より分水増之儀、無御座候様

大谷川から（三ヶ村へ）分水して増やすことは、無いように（してください。）

③嘉永七寅年六月十六日

小野善助らによる三日三晩の説得直後の日付。

②

　町谷渡辺家文書【町谷村名主文書】（当館蔵）
　上：大谷川下流に位置する芹沼・芹沼新田・町谷・轟・針貝・大室・森友・水無・荊沢・塩野室・沓掛・小林の 12 ヶ村が「三ヶ村用水」の工事に反

対していることが書かれています。普段から水不足により難渋していること、大谷川から新たな分水に反対することについて書かれています。

　下：「三ヶ村用水」は大谷川から新たに取水はせず、七里村に元からある用水から水を加えること、12 ヶ村が納得したことが書かれています。

6 月 16 日という日付は、三日三晩の調整が終わった日付です。

③

①

嘉
永
七
甲
寅
歳
六
月
十
四
日

日
光
御
目
代

　
　
町
田
孫
四
郎

吟
味
役

　
　
小
野
善
助

御
収
納
方

　
　
野
中
金
平

仝
　
　
武
木
鉄
蔵

　
和
泉
村

発　
　
石
原
源
吾

　
平
ヶ
崎
村

　
　
　
手
塚
庄
右
衛
門

　
千
本
木
村

起　
　
吉
原
仙
吉

日
光
ヨ
リ
田
用
水

栗
城
煕
敬
書
（
印
）

水神碑碑文
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工
事
の
工
程
と
現
場
の
実
態

「
三
ヶ
村
用
水
」
の
工
事
内
容

　
「
三
ヶ
村
用
水
」は
、嘉
永
７
年（
１
８
５
４
）

閏
７
月
５
日
か
ら
閏
7
月
27
日
ま
で
、
3
日

間
の
休
暇
を
入
れ
て
20
日
間
で
工
事
が
終
了

し
て
い
ま
す
。「
三
ヶ
村
用
水
」
は
、
野
口
村

の
堂
目
喜
堰
か
ら
千
本
木
村
の
田
川
放
水
口

ま
で
の
約
6.3
㎞
（
３
４
７
８
・
５
間
）
あ
り
ま

す
。
工
事
に
は
、「
破は

畑ば
た

人に
ん
そ
く足
」
と
い
わ
れ

る
土
木
工
事
を
専
門
に
す
る
人
々
の
ほ
か
に
、

三
ヶ
村
や
野
口
村
の
村
人
た
ち
も
人
足
と
し

て
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
20
日
間
の
工
事
で

延
べ
1
０
4
６
人
（
実
数
と
し
て
は
150
人
前

後
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
和
泉
村
ま
で
元
々
あ
っ
た
用
水

路
の
拡
張
・
新
設
を
行
い
、
そ
の
後
、
平
ヶ

崎
村
・
千
本
木
村
に
新
し
い
用
水
路
を
つ
く

り
ま
し
た
。
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
48

両
余
で
す
。
内
訳
は
人
足
た
ち
の
賃
金
に
36

両
余
、
道
具
代
や
食
料
代
に
11
両
余
か
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
金
次
郎
の
報
徳

役
所
が
全
額
を
負
担
し
ま
し
た
。

日
付

・
和
泉
村
ま
で
用
水
路
が
つ
く
ら
れ
、
畑
田
成
が
行
な
わ
れ
る
。　

・
弥
太
郎
ら
東
郷
陣
屋
か
ら
日
光
に
到
着
。（
こ
の
時
す
で
に
三
ヶ
村
は
、
日
光
奉
行
所
に
畑
田
成
を
願

い
出
て
お
り
、
弥
太
郎
ら
が
引
き
受
け
る
）

・
弥
太
郎
ら
に
よ
る
普
請
場
所
の
見
分
が
行
な
わ
れ
る
。

・
弥
太
郎
ら
に
よ
る
普
請
場
所
の
見
分
の
後
、
三
ヶ
村
村
役
人
た
ち
が
弥
太
郎
ら
へ
「
一
同
打
寄
」、
工

事
の
取
り
掛
か
り
を
申
し
立
て
る
。

・
伊
東
発
身
と
日
光
奉
行
所
支
配
吟
味
役 

小
野
善
助
が
三
ヶ
村
用
水
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
伊
東
は
、「
故

障
」（
差
し
障
り
、
異
議
）
が
あ
る
た
め
普
請
を
し
な
い
と
い
う
立
場
を
取
る
。

・
弥
太
郎
ら
栗
山
の
西
川
村
開
発
の
た
め
今
市
を
出
発
（
～
５
月
26
日
）。

・
三
ヶ
村
村
役
人
が
用
水
路
普
請
に
つ
い
て
「
頻し

き

り
に
歎
願
」
す
る
。
伊
東
は
弥
太
郎
不
在
を
理
由
に

引
き
取
ら
せ
る
。

・
平
ヶ
崎
村
世
話
人
・
千
本
木
村
村
役
人
が
用
水
路
に
つ
い
て
申
し
立
て
る
。

・
三
ヶ
村
世
話
人
が
「
早
急
」
の
普
請
を
願
い
出
る
。

・
芹
沼
村
村
役
人
が
12
ヶ
村
の
代
表
と
し
て
、
三
ヶ
村
用
水
に
つ
い
て
「
故
障
」
が
あ
る
と
し
て
、
普

請
反
対
の
願
書
を
提
出
す
る
（
奉
行
所
へ
は
５
月
12
日
に
提
出
）。

・
伊
東
発
身
と
小
野
善
助
が
面
会
す
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
に
下
流
の
村
々
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

・
伊
東
発
身
は
、
富
田
久
助
宛
の
書
簡
に
て
大
谷
川
の
水
で
は
な
く
七
里
・
野
口
の
「
落
こ
ぼ
れ
之
水
」

を
利
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
か
ら
普
請
の
願
書
が
提
出
さ
れ
る
が
、「
故
障
」
が
あ
る
た
め
差
し
戻
す
。

・
小
野
善
助
ら
日
光
奉
行
所
に
よ
る
普
請
場
所
の
見
分
が
行
な
わ
れ
る
。（
下
流
域
の
村
々
と
三
日
三
晩

か
け
て
調
整
を
行
な
う
）

・
調
整
が
な
っ
た
た
め
、
三
ヶ
村
世
話
人
が
普
請
を
願
い
出
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
・
世
話
人
は
、「
故
障
」
が
な
く
な
っ
た
た
め
普
請
を
願
い
出
る
。
久
保
田
周
助
は
、「
御

用
繁
」
の
た
め
す
ぐ
に
は
取
り
掛
か
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
が
普
請
に
つ
い
て
「
頻
り
に
」
申
し
立
て
る
。

・
三
ヶ
村
か
ら
、
す
ぐ
に
普
請
に
取
り
掛
か
れ
な
け
れ
ば
、
自
力
で
の
普
請
と

140
両
を
借
り
た
い
旨
の

願
書
が
提
出
さ
れ
る
。

・
芹
沼
村
役
人
と
三
ヶ
村
村
役
人
が
来
る
。

・
芹
沼
村
・
荊
沢
村
村
役
人
が
証
文
を
持
参
す
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
か
ら
拝
借
金
の
件
が
ど
う
な
っ
た
か
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
弥
太
郎
ら
は
、
先
日
提

出
さ
れ
た
願
書
を
取
り
下
げ
た
上
で
、「
故
障
」
が
無
く
な
れ
ば
、
破
畑
人
足
を
手
配
し
て
工
事
に
取
り

掛
か
る
旨
を
伝
え
る
。

・
三
ヶ
村
が
、自
力
で
の
普
請
を
し
た
い
旨
を
伝
え
る
。
弥
太
郎
ら
は
、「
勝
手
次
第
」に
す
べ
し
と
伝
え
る
。

・
弥
太
郎
、
富
田
久
助
は
、
日
光
奉
行
所
へ
赴
く
。

・
弥
太
郎
ら
は
小
野
善
助
と
の
協
議
の
結
果
、
三
ヶ
村
用
水
は
「
出で

す
て捨
」（
報
徳
役
所
が
全
額
負
担
）
で

普
請
を
行
な
う
方
針
を
決
め
る
。

・
三
ヶ
村
村
役
人
に
普
請
は
「
出
捨
」
で
行
な
う
旨
が
伝
え
ら
れ
る
。

・
弥
太
郎
ら
に
よ
る
普
請
場
所
の
再
見
分
が
行
わ
れ
る
。

・
三
ヶ
村
用
水
普
請
が
開
始
さ
れ
る
。（
～
閏
7
月
27
日
、
７
月
22
日
に
は
完
工
）

・
三
ヶ
村
用
水
の
拡
張
が
行
わ
れ
る
。（
～
５
月
19
日
）
野
口
村
も
含
め
て
「
四
ヶ
村
用
水
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
。

１
８
２
５
（
文
政
８
）

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）

１
８
５
８
（
安
政
５
）

西
暦
（
和
暦
）

    

三
ヶ
村
用
水
関
係
の
主
な
出
来
事

３
月
26
日

４
月
３
日

同
月
７
日

同
月
12
日

同
月
14
日

同
月
27
日

５
月
10
日

同
月
14
日

同
月
16
日

同
月
18
日

同
月
26
日

６
月
14
日

同
月
18
日

同
月
25
日

同
月
30
日

７
月
２
日

同
月
11
日

同
月
13
日

同
月
17
日

同
月
20
日

同
月
24
日

同
月
25
日

閏
７
月
１
日

閏
７
月
５
日

　

５
月
12
日

三ヶ村用水の関係年表
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工
事
に
か
か
わ
っ
た
人
々

　
「
三
ヶ
村
用
水
」
の
工
事
に
は
、
破

畑
人
足
が
62
人
（
延
べ
627
人
）
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
工
事
に
参
加
し
た

地
域
の
人
た
ち
の
内
訳
は
次
の
通
り

で
す
。

　

野
口
村
2
人
（
延
べ
14
人
）、
和

泉
村
29
人
（
延
べ
141
人
）、
平
ヶ
崎
村

32
人
（
延
べ
156.5
人
）、
千
本
木
村
28
人

（
延
べ
147.5
人
）。
平
ヶ
崎
村
と
千
本
木

村
の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に

住
む
男
性
（
子
供
と
お
年
寄
り
を
除

く
）
の
半
数
以
上
で
す
。
水
神
碑
に

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
三
ヶ
村
の
「
世

話
人
」
も
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

和
泉
の
源
吾（
源げ

ん

五ご

右う

衛え

門も
ん

）が
8
日
、

平
ヶ
崎
の
庄し

ょ
う
う
え
も
ん

右
衛
門
が
9
日
、
千
本

木
の
仙せ

ん
き
ち吉
が
12
日
で
す
。
い
ず
れ
も

各
村
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
参
加
日
数

で
す
。「
三
ヶ
村
用
水
」
は
、
破
畑
人

足
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
人
々
も
工

事
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
門
弟
た
ち
の
出
欠
カ
レ
ン
ダ
ー

　

主
に
二
宮
弥
太
郎
、
中
村
藩
出
身
の
門
弟

富と
み
た
き
ゅ
う
す
け

田
久
助
（
高こ
う
け
い慶
）、
伊い
と
う
ほ
つ
み

東
発
身
、
荒あ
ら
せ
ん
ぱ
ち

専
八
の
4
人
が

中
心
と
な
り
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
荒
専
八
は
、
測

量
技
術
に
長
け
て
い
た
の
で
人
足
に
直
接
技
術
指
導

を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
富
田
久
助
は

8
日
か
ら
風
邪
を
引
い
た
た
め
休
み
で
す
。

　
人
足
た
ち
の
出
欠
カ
レ
ン
ダ
ー

　
人
足
の
延
べ
人
数
の
内
訳
で
す
。
9
日
は
朝
の
段
階

で
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、
破
畑
人
足
が
休
暇
を
願
い

出
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
三
ヶ
村
の
村
人
は
基

本
的
に
毎
日
同
数
の
人
足
を
出
し
て
い
ま
す
。
18
日
は

全
体
的
に
休
み
に
な
り
、
破
畑
人
足
の
賃
金
と
励
ま
す

た
め
の
酒
代
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
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専八

発身
弥太郎

発身
久助
弥太郎

平蔵

発身
久助
弥太郎

弥太郎

発身

専八

民次郎

弥太郎

発身

専八

弥太郎

発身

専八

弥太郎

発身

専八

弥太郎

発身

専八

五太夫

弥太郎
久助

発身

専八

弥太郎
久助

発身

専八

弥太郎
久助

発身

専八

弥太郎

発身

専八

弥太郎
久助
発身

専八

平蔵
民次郎

弥太郎

発身
専八

平蔵

久助 夕方から勤務
久助

弥太郎
久助

発身

専八

専八
周助

久助

専八

庄三郎

弥太郎

発身

弥太郎

発身
専八

平蔵

久助
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破畑人足 21 人

野口村　0人

和泉村　3人

平ヶ崎村 3人

千本木村 3人

合計　   30 人

破畑人足
30 人 5分

野口村　1人

和泉村　8人

平ヶ崎村 8人

千本木村 8人

合計 55 人５分

山路を登りながら

破畑人足 33 人

野口村　2人

和泉村  11 人

平ヶ崎村 11 人

千本木村 11 人

合計　   68 人

破畑人足 44 人

野口村　2人

和泉村  11 人

平ヶ崎村 11 人

千本木村 11 人

合計　   79 人

破畑人足 0人

野口村　2人

和泉村　1人

平ヶ崎村 7人

千本木村 8人

合計　  18 人

破畑人足 43 人

野口村　2人

和泉村　8人

平ヶ崎村 8人

千本木村 8人

合計　  69 人

破畑人足 45 人

野口村　2人

和泉村  12 人

平ヶ崎村 12 人

千本木村 12 人

合計　   83 人

破畑人足 42 人

野口村　2人

和泉村　8人

平ヶ崎村 8人

千本木村 8人

合計　   68 人

破畑人足 42 人

野口村　1人

和泉村　8人

平ヶ崎村 8人

千本木村 8人

合計　   67 人

野口村　0人

和泉村　8人

平ヶ崎村 7人

千本木村 7人

合計 62 人 5分

破畑人足
40 人 5分

野口村　0人

和泉村　8人

平ヶ崎村 9人

千本木村７人

合計 61 人 5分

野口村　0人

和泉村　8人

平ヶ崎村 8人

千本木村 8人

合計 60 人 5分

破畑人足 35 人

野口村　0人

和泉村　8人

千本木村 5人

合計 53 人 5分

平ヶ崎村
5人 5分

破畑人足 39 人

野口村　0人

和泉村 11 人

平ヶ崎村 13 人

千本木村 10 人

合計　   73 人

破畑人足 42 人

野口村　0人

和泉村　4人

平ヶ崎村 10 人

千本木村 11 人

合計 65 人 5 分

破畑人足 43 人

野口村　0人

和泉村 11 人

平ヶ崎村 11 人

合計 76 人

千本木村
９人 5分

破畑人足 43 人

野口村　0人

和泉村 13 人

平ヶ崎村 17 人

千本木村 13 人

合計　   86 人

破畑人足 6人

野口村　0人

和泉村　0人

平ヶ崎村 0人

千本木村 0人

合計　    6 人

破畑人足 2人

野口村　0人

和泉村　0人

平ヶ崎村 0人

千本木村 0人

合計　     2 人

破畑人足 2人

野口村　0人

和泉村　0人

平ヶ崎村 0人

千本木村 0人

合計　     2 人

破畑人足
37 人 5分

破畑人足
36 人 5分
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「
三
ヶ
村
用
水
」
の
工
事
に
は
、
破

畑
人
足
が
62
人
（
延
べ
627
人
）
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
工
事
に
参
加
し
た

地
域
の
人
た
ち
の
内
訳
は
次
の
通
り

で
す
。

　

野
口
村
2
人
（
延
べ
14
人
）、
和

泉
村
29
人
（
延
べ
141
人
）、
平
ヶ
崎
村

32
人
（
延
べ
156.5
人
）、
千
本
木
村
28
人

（
延
べ
147.5
人
）。
平
ヶ
崎
村
と
千
本
木

村
の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に

住
む
男
性
（
子
供
と
お
年
寄
り
を
除

く
）
の
半
数
以
上
で
す
。
水
神
碑
に

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
三
ヶ
村
の
「
世

話
人
」
も
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

和
泉
の
源
吾（
源げ

ん

五ご

右う

衛え

門も
ん

）が
8
日
、

平
ヶ
崎
の
庄し

ょ
う
う
え
も
ん

右
衛
門
が
9
日
、
千
本

木
の
仙せ

ん
き
ち吉
が
12
日
で
す
。
い
ず
れ
も

各
村
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
参
加
日
数

で
す
。「
三
ヶ
村
用
水
」
は
、
破
畑
人

足
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
人
々
も
工

事
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
工
事
の
工
程
カ
レ
ン
ダ
ー

　
「
三
ヶ
村
用
水
」
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
22
日
に
は
、
野
口

村
の
磯
兵
衛
の
家
で
打
ち
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
工

事
に
か
か
わ
っ
た
門
弟
・
破
畑
人
足
・
村
人
が
集
ま
り
、

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
「
三
ヶ
村
用
水
」
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。
磯
兵
衛
に
は
世
話
代
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
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現場の確認 水のせき止め

石運び 石運び 庄右衛門家前   
    （野口村）

理兵衛家前
  （野口村）

理兵衛家前
  （野口村）

太郎兵衛家向
    （野口村）

太郎兵衛家向
    （野口村）

   野口村と
和泉村の境

   野口村と
和泉村の境

源五右衛門家前

   （和泉村）

源五右衛門家前

   （和泉村）

月蔵寺脇
（和泉村）

月蔵寺脇
（和泉村）

  忠右衛門の杉林

　（和泉村）

  忠右衛門の杉林

　（和泉村）

     和泉村と
平ヶ崎村の境

     和泉村と
平ヶ崎村の境

今市宿の後ろ
  （平ヶ崎村）

今市宿の後ろ
  （平ヶ崎村）

千本木村内
（千本木村）

千本木村内
（千本木村）

田川の落ち口
  （千本木村）

  破畑人足に
酒代と賃金支給

最終確認 ( 夕方まで )

全員参加の
  打ち上げ

門弟による確認

破畑人足に蕎麦
が振る舞われる

日光奉行所
による確認

※閏年（うるうどし）
太陰暦では 1 年を 354 日としているため、適当な割合で１年を 13 月とする年がある。
月の満ち欠けに基づき、１ヶ月を 29 日あるいは 30 日としている。

　

荒
専
八
と
測
量
技
術

　
荒
専
八
（
至む
ね
し
げ重
）
は
、
中
村
藩
（
現

在
の
福
島
県
相
馬
地
方
）
出
身
で
金
次

郎
の
弟
子
の
一
人
で
す
。

　

専
八
は
、
江
戸
で
和
算
や
測
量
技
術

を
身
に
付
け
、
後
に
測
量
道
具
の
開
発

や
測
量
技
術
書
の
出
版
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
三
ヶ
村
用
水
」
の
工
事
の
際
に
は
、

20
日
の
う
ち
14
日
現
場
に
立
ち
会
い
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

�『量地三略』版木
（南
みなみみぎた

右田神社蔵　南相馬市博物館寄託）

�荒専八（至重）
『荒至重先生小伝』より

�『量地三略』測量方法の図解部分

�地
ちけいしょうげんぎ

経象限儀（左）と地
ちへいはんえんぎ

平半円儀（右）
（南右田神社蔵　南相馬市博物館寄託）

　�荒専八（至重）著
『量
りょうちさんりゃく

地三略』乾
けん

・坤
こん

（当館蔵）

　地経象限儀は、円を四等分にした板を地面に平
行において目的地までの角度を測り、そこから距
離を求める道具。地平半円儀は中央の半円の傾斜
角度から、斜面の角度を測る道具。

〈巻之二— 一〉

〈巻之二— 二〉

〈巻之二— 七〉



　令和元年度テーマ展
　知ってる？二宮堀 〜金次郎と地域の人々がつくった用水路〜

「
三
ケ
村
用
水
」
か
ら
板
橋
用
水
・
文
挾
用
水
へ

「
三
ヶ
村
用
水
」
が
で
き
た
後

　
「
三
ヶ
村
用
水
」
を
流
れ
る
水
は
、
も

と
も
と
大
谷
川
の
水
で
す
が
、
三
ヶ
村
を

流
れ
て
田
川
に
合
流
し
ま
す
。
田
川
の
水

が
増
え
た
こ
と
で
、
そ
の
下
流
域
で
も
田

川
の
水
を
使
う
板い

た
ば
し橋
用
水
・
文ふ
ば
さ
み挾
用
水
が

つ
く
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
「
三
ヶ
村
用
水
」

が
で
き
た
こ
と
で
、
日
光
神
領
の
人
々
は

金
次
郎
ら
を
信
頼
し
て
日
光
神
領
の
報
徳

仕
法
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。　

展示資料 所蔵者

１ 　今市小学校旧蔵文書 　当館蔵

２ 　町谷渡辺家文書【町谷村名主文書】 　当館蔵　

３ 　『量地三略』乾・坤 　当館蔵　

４ 　唐鍬・測量用具（小方儀・象限儀・分度器径・分度矩） 　今市報徳二宮神社蔵

５ 　『量地三略』版木（巻之二— 一・二・七）・測量具（地経象限儀・地平半円儀）　南右田神社蔵／南相馬市博物館寄託

主な展示資料

　

日
光
市
に
は
多
く
の
「
二
宮
堀
」
が
存

在
し
て
い
ま
す
。「
三
ヶ
村
用
水
」
の
よ
う

に
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
用
水
路
が
あ
り

ま
す
が
、「
二
宮
堀
」
が
つ
く
ら
れ
て
約
160

年
経
っ
て
、
当
時
の
様
子
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地

域
に
「
二
宮
堀
」
と
呼
ば
れ
る
用
水
路
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
べ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　�文挾用水
　安政元年（1854）12 月頃、板橋宿木戸際から文挾宿木戸下
までの用水工事を開始。難工事のため何度も改良を加え、元
治元年（1864）５月に完成した。写真は小代地内の隧道。

　�板橋用水
　嘉永７年（1854）10 月、土沢地内（土沢 IC 付近）の田川
用水を取り入れ、板橋宿まで通水した用水普請。その後、安
政期に改良普請を行い完成した。写真は板橋北の久保付近。
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